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 *1 D：ジフテリア、P：百日咳、T：破傷風 を表す。

 *2 原則としてMRワクチンを接種。なお、同じ期内で麻疹ワクチンまたは風疹ワクチンのいずれか一方を受けた者、あるいは特に単抗原ワクチンの接種を希望する者は単抗原ワクチンを接種。

 *3 第1期で受けそびれていた人も、この年齢で残りの回数を定期接種として受けられます。なお、平成24年度に8歳となる者及び9歳となる者への第1期初回接種、10歳になる者への第1期追加接種は積極的勧奨の対象となります。

 　 詳しくは、平成24年2月28日付厚生労働省健康局長・医薬食品局長通知「日本脳炎の定期の予防接種について」の一部改正（健発0228第2号、薬食発0228第1号）をご確認ください。

*4 平成26年度に限り（平成26年10月1日から平成27年3月31日まで）、生後36月に至った日の翌日から生後60月に至までの間にある方（3歳の誕生日当日から5歳の誕生日の前日までの方）も定期接種の対象とすることとしています。

     この場合、１回（この1回には、生後36月以前に接種したワクチンも含まれます。）水痘ワクチンを接種することとしております。

*5 2008年12月19日から国内での接種開始。生後2ヵ月以上5歳未満の間にある者に行うが、標準として生後2ヵ月以上7ヵ月未満で接種を開始すること。接種方法は、通常、4～8週間の間隔で3回皮下接種（医師が必要と認めた場合には3週間間隔で接種可能）。

　  3回目の接種後おおむね1年の間隔をおいて、1回皮下接種。接種開始が生後7ヵ月以上12ヵ月未満の場合は、通常、4～8週間の間隔で2回皮下接種（医師が必要と認めた場合には3週間間隔で接種可能）。

　  2回目の接種後おおむね1年の間隔をおいて、1回皮下接種。接種開始が1歳以上5歳未満の場合、通常、1回皮下接種。子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の対象。

*6 2009年10月16日に薬事法に基づき製造販売承認され、2010年2月24日から国内での接種開始。生後2ヵ月以上7ヵ月未満で開始し、27日間以上の間隔で3回接種。追加免疫は通常、生後12～15ヵ月に1回接種の合計4回接種。

　  接種もれ者には、次のようなスケジュールで接種。 生後7ヵ月以上12ヵ月未満の場合： 27日以上の間隔で2回接種したのち、60日間以上あけて追加接種を1歳以降に1回接種。 1歳：60日間以上の間隔で2回接種 。

  　2歳以上9歳以下：1回接種。 子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の対象。

*7 子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の対象。左記事業の対象年齢は、13歳になる年度から16歳になる年度の者（あるいは12歳になる年度から15歳になる年度の者）

*8 妊娠中に検査を行い、HBs抗原陽性（HBe抗原陽性、陰性の両方とも）の母親からの出生児は、出生後できるだけ早期及び、生後2ヵ月にHB免疫グロブリン（HBIG）を接種、ただし、HBe抗原陰性の母親から生まれた児の場合は2回目のHBIGを省略しても良い。

　  更に生後2,3,5ヵ月にHBワクチンを接種する。生後6ヵ月後にHBs抗原及び抗体検査を行い必要に応じて任意の追加接種を行う (健康保険適用)。

*9 ロタウイルスワクチンは初回接種を1価で始めた場合は『1価の2回接種』。5価で始めた場合は『5価の3回接種』となります。
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2009年10月16日に薬事法に基づき製造販売承認され、2009年12月発売。            
2010年11月26日から公費助成対象。3回（0，1，6ヵ月後）筋肉内接種 

2011年7月1日に薬事法に基づき製造販売承認され、2011年8月発売。                     

脾臓摘出患者における肺炎球菌感染症予防には健康保険適用有。2009年10月から再接種可能。                                             
但し、再接種を行う場合には、必要性を慎重に考慮した上で、前回接種から十分な間隔を確保して行うこと 

初回は生後8～14

初回は生後8～14

20 

高校3年生に相当 

する1年間の者 

接種 

標準的な接種年齢 

接種が定められている年齢 

接種年齢 母子感染防止事業 

やむを得ない事情を有する場合のみ 予

防

接

種

法

 

任

意

接

種

 

定

期

一

類

疾

病

予

防

接

種

 

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接

種
緊
急
促
進
事
業
の
対
象
 

出
生
時
 

生
後
6
週
 

2
ヶ
月
 

3
ヶ
月
 

6
ヶ
月
 

9
ヶ
月
 

1
歳
 

2
歳
 

3
歳
 

4
歳
 

5
歳
 

6
歳
 

7
歳
 

8
歳
 

9
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

 
歳
 

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 

*1 

*5 

*6 

*9 

5歳から7歳未満で小

学校就学前1年間   

(4/1～3/31)の者 
2012年9月から 

導入されます。 

2012年11月以降、不活化ポリオワクチンを含む 

四種混合ワクチンに切り替わる予定です。 

平成7年6月1日から平成19年4月1日生まれの者で4回の接種が終わっていない者 *3 

毎年1または2回（1～4週間隔） 毎年2回（2～4週間隔） 

4週間隔で2回、20～24週を経過した後に1回、合計3回接種 

2～4週間隔で2回、24週を 

経過した後に1回、合計3回接種 

 
2回接種 

3回接種 

*4 

*8 

2回目の接種は、1回目の 

接種から6～12ヵ月の 

間隔で接種します。 

中学1年生に相当 

する1年間の者 


